


















































































































































































































































































































































次的証拠（果実）にも及ぶとしつつ（all evidence stemming from it ,the”fruit” is
equally unusable），①独立入手源（Independent source exception），②不可避的発見






































































































248 専修ロージャーナル　第10号 2014. 12
（註５）Riedo usw.,Strafprozessrecht sowie Rechtshilfe in Strafsachen S.168 2011（Brodbeck,
forumpoenale S.301. 2010）
（註６）Rogall,Art.136a in Systematische Kommentar StPO 40.Aufbau-Lfg.S.178 2004
（註７）鈴木義男「証拠排除法則の新局面―善意の例外」刑事司法と国際交流241頁1986
［自白法則とその他の証拠法則との関係図］
伝聞法則は，法廷外供述（out of court statement）を事実認定資料から除こうとする証拠法則
です。したがって，本件の自白は，上図のⅣの領域に属します。Ⅱ，Ⅳ，Ⅴの領域の供述が違法
排除およびその波及効に関係します。詳細は，参考文献 を参考にして下さい。
【参考文献】
１　拙稿「刑事訴訟における自白法則とその他の証拠法則との関係」専修ロージャーナル８号78
頁2013
２　佐藤隆之「刑事訴訟法判例の動き」ジュリスト1466号182頁2014
３　緑　大輔「2013判例回顧と展望・刑事訴訟法」法律時報86巻７号223頁2014
４　中島　宏「違法な取調べによる自白に基づく派生証拠の証拠能力」法学セミナー711号138頁
2014
５　前田雅英「自白法則と違法収集証拠排除」捜査研究63巻５号13頁2014
６　光藤景皎「『毒樹の果実』理論の意義と問題性」演習刑事訴訟法312頁1984
７　川出敏裕「いわゆる『毒樹の果実論』の意義と妥当範囲」松尾浩也先生古稀祝賀論文集（下）
513頁1998
８　小早川義則「毒樹の果実」刑事訴訟法の争点［３版］198頁2002
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